
令和６年度児童家庭支援センター大洋事業報告 

 

≪ 施設の概要 ≫ 

 ・名称及び所在地 

  「児童家庭支援センター大洋」  

    〒022-0006 岩手県大船渡市立根町字下欠 125番地 15 

    TEL 0192-21-3130 FAX 0192-21-3133 

・開所年月日 

  平成 13年 8月 1日 

・施設の種別 

  児童家庭支援センター 

・設置主体 

  社会福祉法人 大洋会 

・概 要 

  面 積： 事務室 19.39㎡  相談室 10.66㎡  プレイルーム 42.19㎡ 

       便所 3.40㎡  廊下 9.385㎡  合計 85.025㎡ 

  構 造： 鉄筋造亜鉛メッキ鋼板葺平屋建 

・施設設備 

  １ 相談室   ２ プレイルーム   ３ 事務室   ４ 仮設相談室 

・目 的 

 児童家庭支援センター大洋は、地域の児童の福祉に関する各般の問題について、児童、母子家

庭その他の家庭、地域住民その他からの相談に応じ、必要な助言を行うとともに、保護を要する

児童またはその保護者に対する指導を行い、あわせて児童相談所、児童養護施設との連携調整を

行い、地域の児童、家庭の福祉の向上を図ることを目的としています。 

・事業内容 

  １ 地域・家庭からの相談に応ずる事業 

  ２ 市町村の求めに応ずる事業 

  ３ 児童相談所からの委託による指導 

  ４ 関係機関との連携・連絡調整 

  ５ 里親等を支援する事業 

  ６ SNS事業（R.4年 12月から県より受託、R.5年 2月始動） 

≪運営組織図及び職員名簿≫ 

 

 

                   所  長 

                   

    

児童家庭支援センター           ＳＮＳ相談 

           （ 相談員・心理療法士）         （ＳＮＳ相談員） 



令和６年度 児童家庭支援センター大洋職員 

職  名 氏  名 備 考 

所  長 中村 賢司 大洋学園長兼務 

支援相談員 斉藤  恵里 SNS相談統括･補助 

支援相談員兼心理療法士 大和田 綾子  

支援相談員兼心理療法士 林崎 七海  

SNS相談事業 

SNS相談員 熊谷 律子 週 2日 

SNS相談員 尾形  豊 5月末まで配属 

SNS相談員 紺野 瞳子  

１．運営重点事項 

（１）地区担当制による総合的支援および関係者との緊密な連携 

（２）市町村子ども家庭総合支援拠点整備への協力と協働 

（３）要保護児童対策地域協議会の調整力向上と機能化に向けた支援 

（４）地域活動支援センター星雲との連携・協働による包括的支援 

（５）障がいの早期発見・対応、虐待予防・防止に係る取組みへの協力 

（６）岩手県一関児童相談所や関係機関と協力した支援体制の強化 

２．相談支援実績 

（１）月別相談実人数（単位：人） 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

新規受理人数 62 43 45 68 24 38 24 35 18 19 42 10 428 

継続相談人数 3 27 39 68 43 71 91 76 70 71 74 78 711 

月別相談人数 65 70 84 136 67 109 115 111 88 90 116 88 1139 

（２）月別相談延件数 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

電話相談 26 9 25 19 24 25 30 12 22 11 34 12 249 

来所相談 23 12 15 11 13 13 17 8 11 15 9 9 156 

訪問相談 53 82 89 198 74 128 172 132 116 114 141 120 1419 

心理療法等 20 43 47 67 20 52 49 55 35 34 89 25 536 

メール等 17 11 11 14 36 32 26 25 24 24 25 27 272 

手紙相談 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

月別延件数 139 157 187 309 167 250 294 232 208 198 298 193 2632 

（３）相談・指導内容の種別件数 

養 護 
保健 障害 非行 

育 成 
いじめ ＤＶ その他 合計 

 虐待(再) 性格行動 不登校 適性 しつけ 

51 37 212 648 3 1521 145 0 0 0 0 15 2632 

（４）相談経路別受付件数 

県・市町村 児童福祉施設 合計 
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所   
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事務
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保育

所 

その
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保健
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医療

機関 

学校

等 

家族 

親戚 

近隣  

知人 

児童  

本人 

１８

歳以

上本

人 

里親  
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8 33 645 355 63 6 202 514 0 743 49 0 14 2632 

３．児童相談所との連携 

（１） 県内児童相談所からの委託による指導 

 ＜対応延べ数＞ 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計 

20 7 8 3 2 4 5 6 1 3 1 1 61 

      実人数 2 人 

※委託を受けた人

数 

  

＜指導内容の種別＞ 

養 護 

保健 障害 非行 

育 成 

ＤＶ 
いじ

め 

その

他 
合計  

虐待（再） 性格行動 
不登

校 
適性 

しつ

け 

1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2 

４．市町村との連携（市町村の求めに応ずる事業） 

（１）大船渡市（全 75回）  

支援先の担当課 具体的な内容 回数 

子ども課 

ひまわり教室：児童発達支援事業へ心理士を派遣し、児童の

行動観察や保護者への発達相談、指導員へのコンサルテーシ

ョンを行う 

10回 

保育所等訪問：ひまわり教室の園訪問事業に心理士が同行

し、集団場面における児童の行動観察や保育士へのコンサル

テーションを行う 

7回 

健康推進課  

３歳半健診：健診事業へ心理士を派遣し、発達障害児の早期

発見にかかる行動観察・スクリーニングや、支援方針につい

ての検討、保護者への子育て相談を行う 

11回 

のびっこ教室・のびっこ相談：フォロー教室へ心理士を派遣

し、発達障害児の早期発見にかかる行動観察・スクリーニン

グや、支援方針についての検討、保護者への子育て相談を行

う 

14回 

のびのび訪問：心理士が訪問事業に同行し、集団場面におけ

る児童の行動観察や、保育士へのコンサルテーションを行う 
23回 

教育委員会・学校 

教育支援委員会：特別な支援を要する児童・生徒について行

動観察や心理検査を実施した際の結果を報告するとともに、

教育支援（就学指導）が適正に行われるよう心理的側面から

助言等を行う 

5回 

観察・知能検査：特別な支援を要する児童・生徒について行

動観察や心理検査を実施し、その結果に基づいて教員および

保護者との面談等を行う 

5回 



（２）陸前高田市（全 93） 

支援事業 具体的な内容 回数 

子ども未来課 
そだちの相談：心理士を派遣し、保護者との発達相談や児童

の発達についてのアセスメントを行う（検査対応含む） 
39回 

保健課 

３歳半健診、５歳児相談：健診事業へ心理士を派遣し、発達

障害児の早期発見にかかる行動観察・スクリーニングや、支

援方針についての検討、保護者への子育て相談を行う 

12回 

保育所等訪問：心理士が訪問事業に同行し、集団場面におけ

る児童の行動観察や保育士へのコンサルテーションを行う 
21回 

教育委員会・学校 

就学支援委員会：特別な支援を要する児童・生徒について行

動観察や心理検査を実施した際の結果を報告するとともに、

教育支援（就学指導）が適正に行われるよう心理的側面から

助言等を行う 

6回 

観察・知能検査：特別な支援を要する児童・生徒について行

動観察や心理検査を実施し、その結果に基づいて教員および

保護者との面談等を行う 

15回 

（３）住田町（全 27回） 

支援事業 具体的な内容 回数 

保健福祉課  

住田町子ども相談：相談事業へ心理士を派遣し、集団場面に

おける児童の行動観察や、保育士へのコンサルテーション、

保護者への子育て相談等を行う 

11回 

５歳児相談：健診・相談事業へ心理士を派遣し、発達障害児

の早期発見にかかる行動観察・スクリーニングや、保健師と

の支援方針についての検討、保護者への子育て相談を行う 

2回 

教育委員会・学校 

教育支援委員会：特別な支援を要する児童・生徒について行

動観察や心理検査を実施した際の結果を報告するとともに、

教育支援（就学指導）が適正に行われるよう心理的側面から

助言等を行う 

4回 

観察・知能検査：特別な支援を要する児童・生徒について行

動観察や心理検査を実施し、その結果に基づいて教員および

保護者との面談等を行う 

4回 

学童クラブおよび放課後子ども教室：学童クラブ等へ心理士

を派遣し、児童の行動観察や支援方針についてスタッフとの

検討を行う 

6回 

５．その他の機関との連携 

（１）ふれあい教室・たんぽぽ教室 

内 容 
ふれあい教室・たんぽぽ教室：児童発達支援事業へ心理士を派遣し、児童の行動観察

や保護者への発達相談、指導員へのコンサルテーションを行う 

回 数 
6回  

※ふれあい教室は、令和 3年度から陸前高田市社会福祉協議会が市から委託を受け運営 

（２）気仙地区放課後児童クラブ連絡協議会への協力 

内 容 

 心理士が気仙地域の放課後児童クラブ（希望施設のみ）を訪問し、性格行動面や家庭

事情に課題を抱える児童等に関して行動観察を行うとともに指導員と支援方法の検討

を行う 



回 数  1回  

（３）気仙地域主任児童委員との連携（児童支援連絡会の開催） 

 年 4回の開催を計画していたが、新型コロナウィルス感染拡大予防のため、令和 6年度内の開催

は全て見合わせた。 

６．会議および研修 

（１）会議等 

会 議 名 参加回数 

全国児童家庭支援センター研究協議会  1 

東北地区児童家庭支援センター協議会 総会 1 

大船渡市要保護児童対策地域協議会 

代表者会議 1 

実務者会議 3 

個別ケース会議 3 

陸前高田市要保護児童対策地域協議会 

代表者会議 1 

実務者会議 3 

個別ケース会議 2 

住田町要保護児童対策地域協議会 

代表者会議 1 

実務者会議 2 

個別ケース会議 3 

気仙地区精神保健福祉担当者連絡会 5 

気仙地区母子保健関係者連絡会 2 

気仙地域障がい者自立支援協議会児童部会 6 

陸前高田市児童生徒連絡会 7 

大船渡市教育支援委員会（専門委員会含む） 5 

陸前高田市教育支援委員会（調査委員会含む） 4 

住田町教育支援委員会（専門委員会含む） 4 

陸前高田市ジャンプスクール連絡会議 3 

地域活動支援センター星雲相談室との情報共有 11 

要対協以外の個別ケース会議・ケースカンファレンス等 10 

その他の会議・連絡会等 61 

（２）研修 

月日 研 修 名 月日  研 修 名 

5/15 (高)5歳児相談に係る事前研修 
10/30 

～31 
社会福祉従事者初任者研修(盛岡) 

6/13 傾聴ボランティア研修会 11/2 法人児童虐待防止委員会研修 

7/2 大洋学園園内研修 里親支援専門員の講話 
11/7 (大)ボランティアフェスティバル実行委員

会 

7/4 
一関児相・管轄児童福祉施設交流研修会

（web） 
11/12 ひとり親家庭研修会 

7/4 
(大)ファミリーサポートセンター子育て支

援ボランティア養成講座講師 
11/15 (高)シルバー人材センター保育講習会講師 



7/9 (大)社協実習生への講話 
11/20 (大･社協)就労準備支援センター研修会 

7/10、 

7/12 

岩手県立療育センター発達支援研修会

（web） 

11/26 (住)特別支援教育研究会 

7/19 
全国児童家庭支援センター実務者研修会

（web） 

11/28 岩手県教育委員会 不登校支援フォーラム 

7/20 いわてこどもケアセンター 講演会(矢巾) 11/28 H小学校 家庭教育研修会講師 

8/9 大洋学園園 CAP研修 12/5 医療観察制度地域処遇協議会 

8/28 
(高)子ども子育て会議 児童生徒地域支援

部会 

12/6 児童虐待対応研修会(盛岡) 

8/29 一関児童相談所・児童福祉施設交流研修会

（心理部門） 

12/12 岩手県保健環境センター  

自殺対策研修会（web） 

8/31 岩手県立療育センター研修会(盛岡) 12/17 
(大)ボランティアフェスティバル実行委員

会 

9/11 
一関児相・児童福祉施設交流研修会（全体

部門） 
1/8 いわてこどもケアセンター事例検討会 

10/11 全国若者自立支援プロジェクト 東北ブロ

ック会議(仙台) 
1/30 

(大)ファミサポ 子育て支援ボランティア

養成講座 

10/11 グリーフケアセミナー 
1/30 

児童福祉施設協議会 施設間交流研修会 

（盛岡） 

10/21 おおふなとのまちとヒトを語るインタビュ

ー 
2/2 

岩手県福祉総合相談センター心理職研修会 

(web) 

10/22 CAREを学ぶ(花巻) 2/3 親子関係形成支援事業研修（web研修） 

７．SNS事業について 

児童相談所別、相談者別件数      

 
  

相談件数 

 
  児童 保護者 家族 

近隣・ 

知人 
関係機関 その他 

 福祉総合相談センター 235 25 202 2 0 0 6 

 一関児童相談所 99 25 69 0 0 0 5 

 宮古児童相談所 30 1 23 0 0 0 6 

 合計 364 51 294 2 0 0 17 

８．まとめ 

 児童家庭支援センター(以下、児家セン)事業では、件数は概ね例年通りで、相談内容も発達相談や発

達障害と診断された子やグレーゾーン児童への対応についての相談が多く、要保護児童にかかるケース

も主訴が障害や性格行動になっているものもあり、継続した訪問支援が必要なケースが多い状況です。 

幼児健診に関して、R.7年度から大船渡市･陸前高田市でも 5歳児健診をスタートさせるため、事前に

モニター事業や 5歳児相談として始まりました。このため、2市 1 町から既に R.7年度の 5歳児健診へ

の心理士派遣依頼が来ております。 

気仙圏域では、要保護児童ないしこれに準ずる家庭支援も求められているため、地域から児家センへ

のニーズは非常に高く、これに対応できるように職員を育成する必要が見られました。 

 SNS 事業では、相談件数は 364 件でした。昨年度と同様、保護者からの相談が全体の約 8 割を占め、



相談内容は主に育成（育児・しつけ）が半数以上でしたし、相談を進めていくと家族関係の相談になっ

てくるものもありました。 

相談件数は昨年度の倍以上の件数となり、徐々に周知されてきている印象です。一度終結になったケ

ースでも再度相談で利用する方もありました。 

 

 


